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概  要 

 

従来の近赤外分光イメージングカメラに回転測定装置と幾何学形状補正モ

デルを新規導入することで、非破壊品質マッピング技術の精度を向上させる

システムを構築し、キウイフルーツの糖度分布の可視化処理に成功した。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

非破壊品質評価技術の進展に伴い、近赤外ハイパースペクトラルイメージン

グ(NIR-HSI)法を用いた果物の品質評価が広く研究されている。しかし、

NIR-HSI 法には試料の表面曲率の影響を受け、特に丸みを帯びた果実では形状

による反射光強度の変化により正確な定量分析が困難である。そこで本研究で

は、NIR-HSI 法に回転測定装置と幾何学形状補正モデルを新規導入し、果物の

品質を非破壊で、360°可視化できるシステムの構築に成功した。 

本技術の 

有用性 

以下の研究事例では、キウイフルーツの糖度分布の可視化に成功した。さら

に、含水率マッピングや品質劣化評価など、画像処理技術および機械学習モデ

ルの改良・応用を通じて、食品の多様な品質評価に関する新規技術の創出に貢

献することが期待される。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

  
NIR-HSI 法を活用した品質にばらつきが大きい 

農産物の品質評価が広く研究されている 

回転測定装置と幾何学形状補正モデルを NIR-HSI

法に導入、品質を非破壊で可視化する技術の向上 
 

適用可能製品 形状が平坦でない試料に対応した非破壊品質評価装置 
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